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③
金
沢
大
学
生
協

　北
代
議
員

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、

食
堂
や
購
買
の
商
品
利
用
で
『
〜
能
登
を
応

援
〜
生
協
で
！
食
べ
て
！
ご
縁
（
5
円
）
募

金
』
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

④
コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

　得
田
代
議
員

　
国
際
協
同
組
合
年
に
あ
た
り
、
地
域
の
諸

団
体
と
連
携
しSD

G
s

の
取
り
組
み
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

　
理
事
会
と
し
て
吉
本
専
務
理
事
よ
り
、
発

言
を
受
け
止
め
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。 総会の様子

　
第
60
回
通
常
総
会
は
、
代
議
員
定
数
32
名

に
対
し
32
名
（
実
出
席
20
名
、
書
面
議
決
12

名
）
の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
吉
本
輝
芳
専
務
理
事
よ
り
第
1
号
議
案

「
2
0
2
4
年
度
活
動
報
告
・
決
算
関
係
書

類
承
認
の
件
」、
第
２
号
議
案
「
2
0
2
5

年
活
動
方
針
・
予
算
決
定
の
件
」、
第
3
号

議
案
「
定
款
一
部
変
更
の
件
」、
第
4
号
議

案
「
役
員
選
任
の
件
」、
第
5
号
議
案
「
役

員
報
酬
決
定
の
件
」
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
4
名
の
代
議
員
か
ら
発
言

が
あ
り
、
議
案
が
深
ま
り
ま
し
た
。

〈
発
言
に
つ
い
て
〉

①
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ

畑
中
代
議
員

　
能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
、

コ
ー
プ
被
災
地
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通

じ
て
、
息
の
長
い
支
援
活
動
を
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

②
石
川
県
学
校
生
協

　船
塚
代
議
員

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
活
動
に
つ

い
て
、
被
害
の
あ
っ
た
学
校
へ
の
お
見
舞
金

や
入
浴
剤
の
お
届
け
な
ど
行
っ
た
。
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。

●
開
催
日
時
　
2
0
2
5
年
6
月
16
日（
月
）　
13
時
30
分
〜
14
時
40
分

●
開
催
場
所
　
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
館
　
第
２
研
修
室
）

通
常
総
会

挨拶をする新役員メンバー

石
川
県
生
協
連
　第

　回
606060



－2－

石川県生協連だより 第114号

　
総
会
当
日
は
石
川
県
環
境
安
全
部
生

活
安
全
課
課
長
　

村
田
敦
氏
、
石
川
県

労
働
者
福
祉
協
議
会
専
務
理
事
　

德
本

喜
彰
氏
、
日
本
生
協
連
関
西
地
連
事
務

局
長
　

村
上
毅
氏
の
３
名
の
方
か
ら
、

総
会
の
盛
会
を
祝
し
ご
挨
拶
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
総
会
後
の
第
１
回
理
事
会
で
次
の
通

り
代
表
理
事
及
び
役
員
体
制
を
確
認
し

ま
し
た
。

《
２
０
２
5
年
度 

役
員
体
制
》

　

代
表
理
事
会
長
理
事
　
大
谷
　
　
学

　

　
　
　
副
会
長
理
事
　
濱
上
　
康
弘

　

代
表
理
事
専
務
理
事
　
吉
本
　
輝
芳

　

　
　
　
　
　
　
理
事
　
瀧
能
　
由
枝

　

　
　
　
　
　
　
理
事
　
中
多
　
　
晃

　

　
　
　
　
　
　
理
事
　
坂
口
　
辰
彦

　

　
　
　
　
　
　
理
事
　
柴
原
ひ
ろ
み

　

　
　
　
　
　
　
理
事
　
宮
澤
　
裕
二

　

　
　
（
新
任
）
理
事
　
堀
口
　
亮
一

　

　
　
　
　
特
定
監
事
　
本
川
　
克
久

　

　
　
　
　
　
　
監
事
　
野
口
　
秀
雄

　

　
　
（
新
任
）
監
事
　
山
根
　
国
弘

　
消
費
者
庁
が
主
唱
し
て
い
る
５
月
の 

「
消
費
者
月
間
」
に
合
わ
せ
て
、
消
費

者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
り
、
救
済
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、「
悪
質

商
法
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
契
約
・

解
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ん
で
も
１
１
０
番
」

「
消
費
生
活
安
全
フ
ェ
ア
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
石
川
県
生
協
連
で
は
、
５
月
８
日
か

ら
５
月
19
日
に
石
川
県
立
図
書
館
文
化

交
流
エ
リ
ア
２
階
で
開
催
さ
れ
た
「
消

費
生
活
安
全
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
、
生

協
の
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
香
林
坊
ア
ト
リ
オ
前
で
開
催

さ
れ
た
「
悪
質
商
法
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
参
加
し
て

　
能
登
半
島
地
震
の
発
災
か
ら
時
が
経
つ
程

に
、
被
災
者
を
「
あ
き
ら
め
」
に
至
ら
せ
た

こ
と
へ
の
憤
り
と
釈
然
と
し
な
い
思
い
が
増

す
中
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
で
は
震
災
関
連
死
者
数
が
熊
本
地
震
を
上

回
り
、
な
お
も
不
本
意
な
亡
く
な
り
方
を
す

る
被
災
者
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
状
況
と
背

景
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
中
教
授
が
参
画
さ
れ
る
「
石
川

県
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
検
討
会
議
」
が
昨
年

7
月
に
、

馳
浩
知
事

に
提
出
さ

れ
た
提
言

書
へ
と
講

演
が
進
む

に
つ
れ
、

復
旧
復
興

に
お
け
る

原
理
原
則

と
は
、
い

の
ち
・
く

ら
し
を
最

優
先
す
べ

き
で
あ
る

こ
と
が
述

べ
ら
れ
、

現
実
と
の

ギ
ャ
ッ
プ

に
対
す
る

私
の
釈
然

と
し
な
い

思
い
の
根

幹
が
何
で

あ
っ
た
か
が
整
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
を
考
え
る
視
点
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、

「
人
間
の
復
興
」
が
成
さ
れ
る
日
ま
で
、
日

生
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
ど
こ
よ
り
も

長
く
、
そ
し
て
き
め
細
か
く
寄
り
添
っ
て
」

支
援
活
動
に
臨
む
思
い
を
あ
ら
た
に
し
ま
し

た
。

　
　（
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協

　
専
務
理
事
　
宮
澤
　
裕
二
）

パネル展示にてエシカル消費について周知

講師の田中純一教授

会員生協から34名が参加

５
月
の「
消
費
者
月
間
」の

取
り
組
み

石
川
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
　
２
０
２
５
年
３
月
２６
日（
水
）

●
開
催
場
所
　
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
館 

第
７
研
修
室

２
０
２
４
年
度 

生
協
連
第
２
回
役
職
員
研
修
会

第
2
回
役
職
員
研
修
会
は
、北
陸
学
院
大
学
教
授
　

田
中
純
一
氏
を
講
師
に 

「
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
　

被
災
地
支
援
活
動
の
振
り
返
り
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。
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●
県
内
生
協
の
誕
生

　
戦
後
の
混
乱
の
中
、
生
活
物

資
の
窮
迫
や
闇
物
資
の
横
行
、

イ
ン
フ
レ
物
価
高
騰
な
ど
か
ら

勤
労
者
の
消
費
生
活
を
守
る
た

め
、
全
国
的
な
生
協
設
立
の
流

れ
を
受
け
て
、
石
川
県
に
お
い

て
も
生
活
協
同
組
合
結
成
の
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
9
4
9
年
か
ら
1
9
6
2

年
に
か
け
、
県
内
各
地
で
生
活

協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、
県
内

生
協
の
連
帯
を
目
指
し
た
組
織

の
設
立
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
石
川
県
生
協
連
の
設
立

　
1
9
6
3
年
5
月
に
七
尾
鹿

島
労
働
者
消
費
生
協
、
山
中
町

消
費
生
協
、
石
川
県
学
校
生
協
、

金
沢
大
学
生
協
、
石
川
県
金
属

生
協
、
羽
咋
市
勤
労
者
消
費
生

協
の
6
生
協
に
よ
り
石
川
県
消

費
生
活
協
同
組
合
連
絡
会
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
連
絡

会
活
動
は
一
時
停
滞
し
た
も
の

の
、
会
員
相
互
の
事
業
力
量
の

強
化
や
経
済
状
況
を
更
な
る
段

階
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
法
的

資
格
を
有
す
る
県
連
合
会
設
立

の
機
運
が
再
度
高
ま
り
、
石
川

県
勤
労
者
消
費
生
協
、
美
川
町

消
費
生
協
を
加
え
た
8
生
協
に

よ
る
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、

1
9
6
6
年
12
月
7
日
に
石
川

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
石
川
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

  

50
周
年
記
念
誌
よ
り
）

　
生
協
連
の
創
立
か
ら
60
年
、
よ
く
ぞ

続
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
誕
生
か
ら
20
年
の
間
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
創
立
か
ら

の
先
達
は
残
念
な
が
ら
一
人
も
い
な
く

な
り
ま
し
た
。
私
が
生
協
連
の
運
営
に

初
め
て
参
画
し
た
の
は
、
1
9
7
8
年

の
「
生
協
秋
の
中
央
祭
典
」
で
し
た
。

　
当
時
の
県
中
央
公
園
で
の
生
協
ま
つ

り
で
し
た
。
記
録
に
よ
る
と
1
3
、

0
0
0
人
以
上
の
来
場
が
あ
っ
た
と
残

っ
て
い
ま
す
。
県
内
生
協
の
役
職
員
が

一
堂
（
公
園
）
に
集
い
、
い
ろ
い
ろ
な

業
者
の
協
力
で
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

私
は
入
協
し
た
１
年
目
で
、
生
協
が
市

民
の
方
に
注
目
さ
れ
て
い
る
組
織
だ
と

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
理
事
に
な
っ
た
の
が
1
9
8
7
年
で

そ
の
後
約
30
年
に
わ
た
り
、
役
員
を
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の

事
務
所
は
、
旧
労
働
会
館
の
一
番
奥
で
、

窓
を
開
け
る
と
「
お
墓
」
が
見
え
ま
し

た
。
事
務
局
職
員
が
一
人
で
「
ポ
ツ

ン
」
と
仕
事
を
し
て
い
る
の
を
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
専
務
理

事
と
し
て
関
係
者
の
協
力
の
も
と
、
会

館
の
一
番
前
の
部
屋
に
替
わ
ら
れ
た
の

は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
県
内
生
協
の
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
願
っ
て
い
ま
す
。

横
山
　
和
男

七尾鹿島生協の店舗

石川県生協連設立総会

元会長理事　横山和男氏

「生協連の誕生」石川県生活協同組合連合会 ６０周年特集企画 vol.1「生協連の誕生」

生協連創立60周年に寄せて

本年、石川県生活協同組合連合会が誕生して60年を迎えます。
この節目の年に生協連の誕生から現在までの歩みを振り返ります。

生協秋の中央祭典

あ
の
頃
、あ
の
時



2
0
2
5
年
5
月
20
日（
火
）

石
川
高
専
生
協
食
堂
ホ
ー
ル

第
23
回
総
代
会

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
生
協
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115
名
の
総
代
中
、本
人
出
席
6
名
、委
任

出
席
0
名
、書
面
議
決
に
よ
る
出
席
は
98

名
の
出
席
総
代
数
104
名
に
て
成
立
し
て
お

り
ま
す
。

　
24
年
度
決
算
は
震
災
の
影
響
を
大
き
く

受
け
、単
年
度
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。今
年

は
震
災
2
年
目
の
年
と
な
り
、現
在
も
学
内

の
復
旧
工
事
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
4
月
に
入
り
震
災
で
被
害
を
受
け

た
体
育
館
の
解
体
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新

体
育
館

の
完
成

は
更
に

後
と
な

り
ま
す

が
、
こ

ち
ら
の

完
成
に

よ
り
、

生
協
の

経
営
状
態
も
例
年
並
み
に
戻
っ
て
く
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
石
川
高
専
生
協
　
谷
口
　
修
）

　
総
代
53

名
が
実
出

席
し
、
書

面
出
席
108

名
と
合
わ

せ
て
合
計

161
名
の
出

席
が
あ
り

ま
し
た
。

開
会
に
あ

た
っ
て
、

金
沢
大
学
教
育
担
当
理
事
の
森
本
副
学
長

か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、下
川
理
事

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、理
事
会
・
監
事
会
か

ら
の
議
案
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。議
案
に

対
す
る
意
見
と
し
て
、総
代
3
名
か
ら
食

堂
の
混
雑
緩
和
対
策
や
大
学
生
協
ア
プ
リ

の
使
用
感
等
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、理
事

会
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
議
案
に
対
す
る
採
決
が
行
わ
れ
、

4
件
の
議
案
が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、役
員
選
挙
立
候
補
者（
理
事
26

名
、監
事
５
名
）の
無
投
票
当
選
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加
総
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
今
回
の
よ
う
な
会
が
行
わ
れ
て
い
る
お
か

け
で
生
協
が
よ
り
良
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
と

実
感
し
た
」「
生
協
の
活
動
を
よ
り
深
く
知

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
学
食
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
人
が

熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
よ
か
っ
た
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
元

に
、決
議
さ
れ
た
2
0
2
5
年
度
方
針
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

（
金
沢
大
学
生
協
　
井
上 

美
紗
子
）

　
本
総
会
で
は
、
現
在
推
進
し
て
い
る
第

２
次
中
期
計
画
、
及
び
経
営
再
建
計
画

2
0
2
3
の
執
行
状
況
も
踏
ま
え
た
、24

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、25
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
な
ど
全
て
の
議
案
が
原
案

通
り
可
決
さ
れ
、無
事
終
了
し
ま
し
た
。出

席
代
議
員
数
：
189
会
員
189
名（
本
人
出
席

６
名
、書
面
出
席
183
名
、代
理
出
席
0
名
）。

総
会
で
は
、発
言
通
告
に
基
づ
き
１
生
協
か

ら
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、総
会
開
催
前
に
は
昨
今
のIT

情
勢

及
び
大
学
生
協
を
取
り
巻
くIT

環
境
に
関

す
る
記
念
講
演
も
行
い
ま
し
た
。

（
大
学
生
協
事
業
連
合
　
松
本
　
昭
男
）

　
第
26
回
通
常
総
代
会
は
書
面
議
決
を
含

む
365
名
の
総
代
が
参
加
し
、全
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
、2
0
2
5
年
度
の
事
業
活
動

が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し

た
。
今
回

も
よ
り
良

い
総
代
会

と
な
る
よ

う
組
合
員

理
事
の
み

な
さ
ん
の

ご
意
見
を

議場の様子（石川高専生協）

会
員
生
協
総（
代
）会

会
員
生
協
総（
代
）会

県
内
会
員
生
協
の
総（
代
）会
が
5
月
、6
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

 

　
　※
石
川
県
勤
労
者
共
済
生
協
総
代
会
は
次
号
掲
載

2
0
2
5
年
5
月
21
日（
水
）

角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
北
福
利
食
堂

2
0
2
5
年
度
通
常
総
代
会

金
沢
大
学
生
協

2
0
2
5
年
5
月
31
日（
土
）

大
学
生
協
杉
並
会
館

第
7
回
通
常
総
会

大
学
生
協
事
業
連
合

2
0
2
5
年
6
月
11
日（
水
）

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

第
26
回
通
常
総
代
会

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ

議場の様子（金沢大学生協）

議場の様子（コープいしかわ）

特集
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2
0
2
5
年
6
月
21
日（
土
）

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

第
77
回
通
常
総
代
会

石
川
県
学
校
生
協

2
0
2
5
年
6
月
20
日（
金
）

ホ
テ
ル
金
沢

第
29
回
通
常
総
会

コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合

い
た
だ
き
な
が
ら
開
催
に
向
け
て
準
備
を

す
す
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
総
代
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
も
能

登
を
、生
協
を
応
援
し
た
い
」「
総
代
や
組

合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、組
合
員
と
役
職
員
が
一
緒
に
な

っ
て
こ
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。総
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
つ
一
つ

の
声
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、2
0
2
5

年
度
の
方
針
実
現
に
向
け
て
事
業
と
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
の
声
を
出
発
点
に
一
人

ひ
と
り
の
意
見
が
大
切
に
さ
れ
る
総
代
会

と
な
る
よ
う
に
改
善
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

（
コ
ー
プ
い
し
か
わ
　
佐
々
木 

智
一
）

　
代
議
員
定
数
35
名
に
対
し
35
名（
実
出

席
32
名
、書
面
議
決
３
名
）の
出
席
で
行
い

ま
し
た
。開
会
に
あ
た
り
、大
谷
学
理
事
長

の
挨
拶
の
後
、ご
来
賓
に
農
林
水
産
省
　

北

陸
農
政
局
次
長
　

園
田
雄
二
様
、日
本
生
活

協
同
組
合
連
合
会
　

専
務
理
事
　

二
村
睦
子

様
を
お
迎
え
し
、ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。次
に
第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案

ま
で
を
提
案
し
、
全
議
案
可
決
決
定
し
ま

し
た
。

　
総
会
終

了
後
の
第

１
回
理
事

会
に
お
い

て
、
代
表

理
事
２
名

の
選
定
と

役
付
理
事

を
互
選
し

ま
し
た
。

　
代
表
理

事
な
ら
び

に
役
員
体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
非
常
勤
）代
表
理
事
理
事
長
　
檜
原
　
弘
樹

（
非
常
勤
）　
　
副
理
事
長
　
寺
岡
富
美
夫

（
非
常
勤
）　
　
副
理
事
長
　
大
谷
　
　
学

（
常
勤
）代
表
理
事
専
務
理
事
　
堀
口
　
亮
一

（
常
勤
）　
　
　
常
務
理
事
　
山
根
　
国
弘

（
コ
ー
プ
北
陸
事
業
連
合
　
森
田
　
満
）

　
総
代
定
数
123
名
中
、出
席
101
名（
実
出
席

51
名
、書
面
議
決
50
名
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に

船
塚
理
事

長
よ
り
、

土
曜
日
開

催
に
も
か

か
わ
ら
ず

多
数
の
出

席
へ
の
お

礼
と
、
能

登
半
島
地

震
に
お
け

る
支
援
活

動
の
報
告
、
今
後
の
復
興
支
援
へ
の
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
第
1
号
議
案
か
ら
第
5
議

案
は
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
学
校
生
協
　

専
務
理
事
　
中
多
　
晃
）

　
本
人
出
席
41
名
、書
面
議
決
57
名
で
、全

て
の
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案（
2
0
2
4
年
度
の
ま
と

め
・
決
算
関
係
）、外
来
の
患
者
数
・
患
者

件
数
は
減
少
、介
護
部
門
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
減
少
に
よ
り
、事
業

収
益
が
減
収
、事
業
費
用
は
予
算
超
過
と

な
り
、経
常
利
益
は
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

5
年
ぶ
り
の
健
康
ま
つ
り
の
開
催
、令
和
6

年
能
登
半
島
地
震
の
支
援
活
動
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
２
号
議
案（
2
0
2
5
年
度
の
活
動
・

予
算
）は
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、地
域
医

療
を
守
る
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
3
号
議
案（
役
員
報
酬
）、第
4
号
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
支
部
か
ら
は
活
動
報
告
と
提
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。　

　
最
後
に
、ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　（
金
沢
医
療
生
協

専
務
理
事
　
柴
原 

ひ
ろ
み
）

議場の様子（コープ北陸）

議場の様子（石川県学校生協）

議場の様子（金沢医療生協）

第
34
回
通
常
総
代
会

金
沢
医
療
生
協

2
0
2
5
年
6
月
22
日（
日
）

石
川
県
青
少
年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
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　生協連をはじめ各会員生協の総（代）会が無事終了し、改めて2025年度の方針に沿った事業活動がスタートしました。私は今年で8回目の総（代）会での議案提案を終えましたが、初めての議案提案の時の緊張は今でも忘れることができません。約200名の総代を前にして、いざ議案提案となって頭の中が真っ白になったことを思い出します。
　今回の生協連だよりは各会員生協の総（代）会報告が中心ですが、今年度も生協連の各種活動に積極的なご協力をお願い致します。

専務理事　吉本　輝芳

　夜空を見上げるとき、自分の存在のなんとちっぽけ
なことかと思います。何億年もかかって届いた星の光
を眺めていると、昔から人類はこうしていろんな想い
を向けながら夜空を眺めていたのではないか…そん
な気になってきます。
　この本を知ることになったきっかけは、この作品の
アニメーション作品からです。衝撃でした。人類が宇
宙に住処を移した未来の世界が舞台ですが、夢物語
という勿れ、人類が繰り返す過ち、愚かさ、欲望を余
すことなく描き出しています。
　専制政治の銀河帝国と民主共和制の自由惑星同
盟の対立は、才ある独裁者による専制政治と汚職で
腐敗した民主国家を軸に「民主主義とは？」といった
問いを読む者に突きつけてきます。
　この作品と出会って、今まで考えたことのない思考
を知り、物事に対する私の考え方が広がりました。
　現代社会が起こす様々な問題、止むことのない戦
争を思うとき、物語の二人の主人公だったらどう言う
のかなとふと思います。
　ぜひ書籍、アニメ（スペースオペラ：宇宙活劇）をご
覧になってみてください。

生協連　事務局　安部　友美

『銀河英雄伝説』

県生協連活動日誌
●　4月　2日　関西地連第5回運営委員会▶Web会議
●　4月　2日　第5回三役会▶Web会議
●　4月11日　大分県生協連能登半島地震被災地視察研修対応
●　4月15日　反核・平和おりづる市民のつどい第1回実行委員会
　　　　　　 ▶Web会議
●　4月16日　いしかわフードバンク・ネット第1回運営委員会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川
●　4月16日　消費者支援ネットワークいしかわ第1回理事会
　　　　　　 ▶金沢市長土塀青少年交流センター
●　4月21日　第1回協同組合組合連携会議▶石川県農業会館
●　4月25日　役員推薦委員会▶生協連事務所
●　4月25日　第3回監事会▶古府センター会議室

●　5月　1日　第96回石川県統一メーデー▶いしかわ四高記念公園
●　5月　7日　第7回理事会▶Web会議
●　5月　8日～20日　消費者月間　消費安全フェアパネル展
　　　　　　 ▶石川県立図書館
●　5月　8日　第66回石川県防災総合訓練第1回打ち合せ会議
　　　　　　 ▶かほく市
●　5月　9日　労福協第1回理事会▶フレンドパーク石川
●　5月　9日～10日　東海北陸生協県連協議会▶富山県
●　5月10日　悪質商法追放キャンペーン▶香林坊アトリオ前
●　5月11日　日本被団協ノーベル平和賞授賞式行動ツアー
　　　　　　 参加報告会▶Web会議
●　5月14日　第1回広報委員会▶Web会議
●　5月15日　関西地連第1回非常用通信機器訓練
●　5月15日　いしかわフードバンク・ネット第7回通常総会
　　　　　　 ▶金沢市松ヶ枝福祉館
●　5月17日　消費者支援ネットワークいしかわ第12回通常総会
　　　　　　 ▶石川県女性センター
●　5月23日　第1回企画運営委員会▶Web会議
●　5月25日　「はだしのゲンをひろめる会」第13回総会
　　　　　　 ▶近江町交流センター
●　5月28日　石川県農業活性化協議会総会▶石川県農業会館
●　5月30日　いしかわフードバンク・ネット第2回運営委員会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川

●　6月　4日　第6回三役会▶生協連事務所
●　6月13日　日本生協連第75回通常総会、第1回理事会、
　　　　　　 第1回監事会▶東京：品川プリンスホテル
●　6月16日　生協連第60回通常総会、第1回理事会、第1回監事会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター
●　6月17日　反核・平和おりづる市民のつどい第2回実行委員会
　　　　　　 ▶Web会議
●　6月24日　石川県労働者福祉協議会第64回通常総会
　　　　　　 ▶フレンドパーク石川
●　6月25日　北陸労働金庫第24回通常総会
　　　　　　 ▶石川県立音楽堂　邦楽ホール
●　6月26日　消費者支援ネットワークいしかわ第2回理事会
　　　　　　 ▶金沢市長土塀青少年交流センター
●　6月26日　いしかわ環境パートナーシップ県民会議第68回総会
　　　　　　 ▶石川県地場産業振興センター

●　7月　2日　第２回理事会▶Web会議
●　7月15日　第2回企画運営委員会▶Web会議
●　7月15日　食肉公正取引委員会総会
　　　　　　 ▶ANAホリデイ・イン金沢スカイ
●　7月23日　反核・平和おりづる市民のつどい第3回実行委員会
　　　　　　 ▶県庁19階展望ロビー
●　7月24日　関西地連運営委員会、県連活動推進会議
　　　　　　 ▶Web会議

4

5

6

7

徳間書店
田中芳樹 著


